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2月 6日時点の日本における携帯電話の累計加入代数は約 8000万台に達している (表 1)。
これは日本国民の約 2人に 1人は携帯電話を所有している計算となる。
また、携帯電話の高機能化も目覚ましい。Java、またはBREWアプリケーションに対





表 1: 電気通信事業者協会発表携帯電話契約者数 (2004年 2月 6日現在)
キャリア 累計契約者数 アプリケーション対応 GPS対応
docomo 4542万 9600台 2204万台 -
au(KDDI) 1620万 9300台 229万台 (BREW) 752万台
ボーダフォン 1483万 8100台 768万 1900台 -
ツーカー 365万 1800台 - -






























































































































































































































































































































































の手法を提案する。このようなモバイルエージェントを Geographically Bound Mobile
Agent(GBMA)と名付ける。GBMAの詳細を次節で述べる。
4.3 Geographically Bound Mobile Agent
































































の端末上から収集地域内へ LBMを用いた geocastを行う。geoacastメッセージの geocast
regionには収集地域が設定される。具体的には、geocast regionを表す 2次元平面の四角
形を構成する最小座標 (xmin, ymin)と最大座標 (xmax, ymax)が記載される。この場合、送









収集中に滞在するべき required zoneを設定する。required zoneは情報収集地域の中心
部に設定する。また、required zoneを基に expected zoneを設定する。required zoneと
expected zoneは、各々、前述の geocast regionと同様に 2座標で表す。移動開始を決定















expected zone内に LBM geocastをして、現在 expected zone内に位置するノード情報を
集める。この geocastメッセージを受信した expected zone内のノードは、現在地情報を






















































































































































Java in Simulation Time(JiST)[14]は Java仮想マシン上で動作する高性能な離散系イベ


































regionとして LARユニキャストで返信する。具体的には、geocast regionは (x-20,x-20)、
(x+20,x+20)の 2座標で作られる四角形で表される。GBMAは 10秒間隔で 10回情報収
集のための geocastメッセージを送信するものとする。同じ設定で 20回シミュレーション
































































GBMAに受信されたかを表す値である。実験結果を表 16、表 17、表 18、表 19に示す。
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図 16: メッセージ到達率 (速度:10m/10sec)
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図 17: 総送信データ量 (速度:10m/10sec)
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図 18: メッセージ到達率 (速度:20m/10sec)
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required zoneの地域から expected zoneの地域を除いた地域が、移動を行う地域である

























らない。速度が 10m/10secの場合、最適な expected zoneサイズは 1802m2であり、その
ときの通信データ量は従来モバイルエージェント方式の約 11%増加となっている。速度が
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